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三田五丁目西地区の地権者の皆さま、 

2022 年 4 月 9 日 

      再開発勉強会有志 

【かわら版第 27号】   

住友再開発の「不安を煽る手口」にご注意あれ  
 

皆さま、最近発行された「まちづくりニュース」（第 21 号）をご覧

になられたでしょうか？（添付ご参照） 
冒頭で「三田五丁目西地区は、老朽化した木造建物が密集して

おり、災害時の危険性が特に高いエリアとなっております」など

と、私たちの不安を過度に煽りかねない文章が掲載されました。 
 

私たちは「災害時の危険性が特に高いエリアとなっております」

なる記載に着目。この表現が世間で問題となっている不安商法
に該当するのではないかとの危惧から、現在各地の地権者団

体や専門家へ照会し状況を確認中です。 

 
不安商法とは、その名の通り過度に不安を煽ることで相手先か

ら契約を獲得しようとする不当な商いのやり方を言います。 

不動産分野で不安商法と言えば、悪徳リフォーム業者を想起し
がちですが、再開発でも同様の手口を使う事業者がいることが

知られています。今般、当地の準備組合がそのような手法を使

ったのではとの問い合わせが複数寄せられましたため、皆様へ
報じることとしました。もし「過度に不安を煽った」と多くが考える

なら、「まちづくりニュース」の信頼性に傷がつくこととなります。 

 
なぜ「災害時の危険性が特に高いエリア」が問題なのか？ 

 

理由は簡単。当地区は「災害時の危険性が特に高いエリア」で
はないことを東京都が客観的データで示しているからです。 

「都」と「準備組合」、どちらの言い分が正しいかは明白です！ 
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東京都は三田５丁目の「災害危険度」も調査済！ 
 

東京都は「三田５丁目」を含む都内 5,177の町丁目を対象に 

「災害危険度」を５段階で評価し、その結果を「災害危険度一覧」

として公表しています。 

 

都は災害危険度を、最も高い「ランク 5」から最も低い「ランク 1」へと 5段階で評価 

（出所：東京都都市整備局ホームページ） 

 

東京都の「災害危険度調査」は詳細に亘っており、「三田５丁目」

の災害危険度についても、都は 

① 建物倒壊危険度 

② 火災危険度 

③ 災害時活動困難度 

④ 総合危険度 

の４項目に亘りそれぞれの危険度ランクを５段階で評価してい

ます。都のデータは災害全般の危険度を知る目的だけではなく、 

地権者の無知に乗じた「不安商法」の防止にも極めて有効です。 
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これが三田 5丁目の災害危険度だ！ 
 

  建物倒壊危険度 火災危険度 災害時活動困難度 総合危険度 

町名 ランク ランク ランク ランク 

三田 

5丁目 
3 2 2 2 

（都は災害危険度を、最も高い「ランク 5」から最も低い「ランク 1」へ 5段階で評価） 
 

三田 5 丁目は、「街づくりニュース」が報じたような「災害時の危

険性が特に高いエリア」には該当しないことがおわかり頂けま
す。不動産取引は昔から業者とのトラブルが絶えない分野です。 

再開発に限らず、住民へ過度に不安を煽るような業者とは付き

合うべきではないと言うのが世間一般の常識となっています。 
 

そもそも港区内に高い危険度の地域は存在しない！ 
 

日本経済新聞も本年 3月 4日付（朝刊）にて、都の災害危険度
調査に触れており、「危険度４～５と判断された地域は都心３区

（港、千代田、中央）には一つもなかった」と報じています。 
 

まとめ 
確かに木造住宅密集地域は素人目には危険地域に見えます。
そこへ準備組合の名を語る住友不動産の社員がやってきて 
「地震が来たら倒壊しますよ」、「火災時には燃え広がりますよ」、
「狭い通路には消防車が入れませんよ」などと煽り立てられれ
ば、地権者は不安に煽られて再開発へと誘導されがちです。 
これが事実とすれば、住民の無知に乗じたひどいやり方です。 
業者に扇動され安易に同意書へハンコを押してしまわないため
には、「災害危険度」に対する正しい知識を身につける！ 
まさにこの一言に尽きます。業者に促され、「危険」だと誤解して
同意をされた方は直ちに同意書の撤回をお薦めします。 
（尚、災害への備えは危険度に係わらず常に重要ですのでお忘れなく！） 

 

(世話役：佐々木光子 h7835575@yahoo.co.jp) 
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